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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
2
0
1
1
年

の
年
頭
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
本
学
の
前
身
で
あ

る
東
京
物
理
学
講
習
所
開
設
以

来
、
1
3
0
周
年
と
な
る
節
目

の
年
で
す
。
本
学
開
設
当
時
の

日
本
は
、
欧
米
先
進
諸
国
に
追

い
つ
く
べ
く
、
国
を
挙
げ
て
殖

産
興
業
政
策
に
注
力
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背

景
も
あ
り
、
本
学
の
創
設
者
達

は
「
理
学
の
普
及
を
以
っ
て
国

運
発
展
の
基
礎
と
な
す
」
と
の

建
学
の
精
神
を
掲
げ
、
わ
が
国

初
と
な
る
理
系
の
私
立
学
校
を

開
設
し
、
以
来
1
3
0
年
の

間
、
多
く
の
有
為
な
人
材
を
輩

出
し
わ
が
国
の
発
展
を
支
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
は
出
口
の

見
え
な
い
長
期
に
わ
た
る
不
況

の
只
中
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、

就
職
氷
河
期
の
再
来
等
、
多
く

の
若
者
に
と
っ
て
希
望
を
見
出

し
難
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
世
界
を
見
渡
し
て

も
“
資
源
の
枯
渇
”“
急
激
な

温
暖
化
”“
水
・
食
糧
不
足
”

等
、
地
球
規
模
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
代

に
こ
そ
、「
科
学
技
術
創
造
立

国
」
を
標
榜
す
る
わ
が
国
で

は
、
科
学
技
術
の
普
及
・
発
展

が
不
可
欠
で
あ
り
、
1
3
0
年

前
に
唱
え
ら
れ
た
建
学
の
精
神

は
、
今
も
な
お
本
学
の
方
向
性

を
指
し
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
学
で
は
、
藤
嶋
学

長
を
先
頭
に
、
世
界
で
活
躍
で

き
る
科
学
者
・
技
術
者
を
養
成

す
べ
く
、“
国
際
化
の
進
展
”

“
大
学
院
を
含
む
教
養
教
育
の

充
実
”“
火
災
科
学
研
究
に
続

く
国
際
的
に
卓
越
し
た
研
究
グ

ル
ー
プ
の
養
成
”
等
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
理
事
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
改

革
を
支
え
る
べ
く
教
育
・
研
究

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
長
ら
く
工
事
の
続

い
て
い
た
神
楽
坂
校
舎
に
お
い

て
も
、
本
年
3
月
末
に
8
号
館

改
修
工
事
が
終
了
し
、
同
時
に

大
学
会
館
「
P
O
R
T
A
（
ポ

ル
タ
）
神
楽
坂
」 

が
竣
工
す
る

こ
と
で
一
段
落
す
る
予
定
で

す
。
大
学
会
館
に
は
、
専
門
職

大
学
院
関
連
施
設
の
ほ
か
、
理

窓
会
、
こ
う
よ
う
会
等
の
施
設

が
入
居
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

同
窓
生
を
含
む
本
学
関
係
者
の

憩
い
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
開
設
予
定

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
明
治
14
年
の
創
立
か

ら
数
え
て
、
創
立
1
3
0
周
年

を
迎
え
ま
す
。
周
囲
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
る
大
学
と
し
て
ま
す

ま
す
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
長
に
就
任
し
て
1
年
が
た

ち
、
大
学
全
体
の
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
す
ば

ら
し
い
大
学
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
卒
業
生

が
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。
東
京

理
科
大
学
の
名
前
が
こ
れ
ほ
ど

　
日
本
の
総
人
口

は
、
鎌
倉
幕
府
成

立
の
こ
ろ
が
6
9

6
万
人
、
江
戸
幕

府
成
立
の
こ
ろ
が

1
2
2
7
万
人
、

天
保
大
飢
饉
の
こ
ろ
が
3
1
0
1

万
人
、日
露
戦
争
時
（
1
9
0
4

〜
5
年
）
が
4
7
8
0
万
人
、

そ
し
て
2
0
0
4
年
に
1
億

2
7
8
7
万
人
で
ピ
ー
ク
に
達

し
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
て

い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
は
、
将
来
の
総

人
口
を
、
2
0
0
5
年
の
出
生

率
1
・
26
を
も
と
に
、
高
位
仮

定
（
出
生
率
1
・
55
）、
中
位

仮
定
（
同
1
・
26
）、
低
位
仮

定
（
同
1
・
06
）
に
分
け
て
推

計
し
て
い
ま
す
（
2
0
0
6
年

12
月
）。
▼
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

2
1
0
5
年
の
推
計
人
口
は
、

高
位
仮
定
で
6
1
4
8
万
人
、

中
位
仮
定
で
4
4
5
9
万
人
、

低
位
仮
定
で
3
4
5
1
万
人
で

す
。
中
位
仮
定
の
推
計
値
の
場

合
、
こ
の
1
0
0
年
で
約
3
倍

に
な
っ
た
人
口
が
、
1
0
0
年

後
に
は
約
3
分
の
1
に
、
つ
ま

り
1
0
0
年
前
に
戻
る
勘
定
で

す
。
日
本
の
国
土
面
積
か
ら
、

6
0
0
0
万
人
位
が
適
性
人
口

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
が
大

き
な
借
金
を
抱
え
、
し
か
も
今

後
高
い
経
済
成
長
が
望
め
な
い

中
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
混

乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
▼

 

1

 

0

 

0

 

年
前
の
「
坂
の
上
の
雲
」
の
時

代
に
は
目
指
す
べ
き
モ
デ
ル
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
ど
こ
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
デ
ル
が
な

け
れ
ば
、移
行
期
の
混
乱
を
最

小
限
に
抑
え
つ
つ
、「
安
心
で

生
き
に
く
く
な
い
社
会
」
を
ど

う
つ
く
り
上
げ
て
い
く
か
が
問

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
等
で
人
の
心
を

煽（
あ
お
）る
よ
う
な
刺
激
的

な
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
昨
年
を

振
り
返
り
、
以
上
の
よ
う
な
感

想
を
持
ち
ま
し
た
。

（
金
刺
亮
介
　
工
二
教
養
教
授
）

浸
透
し
て
い
る
の
も
、
18
万
人

の
卒
業
生
の
方
々
の
能
力
が
高

い
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
東
京
理

科
大
学
の
実
力
主
義
の
教
育
が

正
し
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
1
年
間
、
機
会
を
見
つ

け
て
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

ね
、
講
義
を
さ
せ
て
も
ら
い
、

ま
た
学
生
の
方
々
と
話
し
合

い
、
時
に
は
講
義
の
様
子
を
教

入
で
九
段
校
舎
の
土
地
建
物
購

入
に
係
る
借
入
金
の
残
債
を
全

額
返
済
す
る
こ
と
お
よ
び
こ
れ

ら
に
伴
い
補
正
予
算
を
編
成
す

る
こ
と
を
最
終
決
定
し
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
同
校
舎
は
移

転
す
る
ま
で
従
来
通
り
使
用
さ

れ
ま
す
。

　
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理

事
会
は
、
昨
年
12
月
13
日
開
催

の
評
議
員
会
の
同
意
の
議
決
を

経
て
、
九
段
校
舎
の
土
地
建
物

を
売
却
す
る
こ
と
、
工
学
部
が

葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
す
る

ま
で
の
期
間
、
同
校
舎
を
買
主

か
ら
賃
借
す
る
こ
と
、
売
却
収

新
た
な
国
際
交
流
の
活
性
化
を

年
頭
の
言
葉

学
　

長

　藤
嶋

　
　昭

年
頭
の
言
葉

理
事
長

　塚
本

　桓
世

建
学
の
精
神
こ
そ
本
学
の
方
向
性

室
の
う
し
ろ
か
ら
見
さ
せ
て
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
教
室

で
も
先
生
が
熱
心
に
教
え
、
学

20112011

九
段
校
舎
売
却

生
が
一
心
に
ノ
ー
ト
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。
ど
の
学
生
も
理
科

大
は
す
ば
ら
し
い
大
学
だ
と
言

っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
素
晴
ら
し
い
雰
囲

気
を
一
層
良
い
も
の
に
す
る
べ

く
多
く
の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、

理
事
会
と
も
相
談
し
つ
つ
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
実
行
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
差
し
当
た
っ
て
行
っ
て
い
る

こ
と
は
、
国
際
化
の
充
実
で

す
。
外
国
か
ら
の
若
手
研
究
者

を
短
期
間
で
も
招
き
、
活
発
な

国
際
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
学
長

特
別
外
国
人
招
へ
い
研
究
者
制

度
を
つ
く
り
ま
し
た
。
外
国
の

　
元
東
京
理
科
大
学
長
の
西
川

哲
治
先
生
が
、
病
気
療
養
中
の

と
こ
ろ
、
昨
年
12
月
15
日

（
水
）
84
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま

す
。

　
西
川
先
生

は
、
1
9
4
9

年
3
月
に
東
京

著
名
な
研
究
者
に
1
週
間
く
ら

い
滞
在
し
て
も
ら
い
、
公
開
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
と
と
も
に
、
相

互
交
流
の
糸
口
を
つ
く
っ
て
も

ら
う
と
い
う
制
度
で
す
。
す
で

に
10
件
近
い
応
募
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
語
学
教
育
、
特
に

英
語
教
育
の
充
実
と
と
も
に
教

養
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
2
月
か
ら
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
図
書
館
内
に
学
長
推
薦
図

書
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
学
生
の
利
用
が
多

い
と
図
書
館
担
当
者
か
ら
伺
っ

て
い
ま
す
。
特
に
神
楽
坂
の
図

書
館
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
た

い
も
の
で
す
。

　
最
近
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
新
し
い
試
み
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
私
自
身
が
以
前
か

ら
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
す
ば
ら
し
い
科
学
に
関
連

す
る
童
話
を
数
多
く
そ
ろ
え
た

子
ど
も
童
話
図
書
館
の
開
設
で

す
。
12
月
に
森
戸
記
念
館
の
1

階
の
談
話
室
に
そ
の
コ
ー
ナ
ー
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
近
く

の
子
ど
も
た
ち
が
お
母
さ
ん
た

ち
と
童
話
を
読
み
に
来
て
く
れ

た
ら
、
大
学
の
雰
囲
気
も
変
わ

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
経

験
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
本

は
私
た
ち
大
人
が
読
ん
で
も
楽

し
い
も
の
で
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ

読
み
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
も
う
一
つ
が
新
書
図
書
館
で

す
。
最
近
出
版
さ
れ
た
『
新
書

が
ベ
ス
ト
』（
小
飼
弾
著
、
ベ

ス
ト
新
書
）
と
い
う
本
に
啓
発

さ
れ
て
、
多
く
の
新
書
を
そ
ろ

え
た
図
書
館
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
神
楽
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
の
改
修
中
の
8
号
館
地
下

ありし日の西川元学長

新春を迎える長万部キャンパス（撮影：基礎工学部教養　村上学准教授）

大
学
理
学
部
物
理
学
科
を
卒
業

し
、
54
年
3
月
に
同
大
大
学
院

を
修
了
し
た
後
、
同
大
理
学
部

助
教
授
、
教
授
を
経
て
、
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
所
長

等
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
1
9
9
0
年
8
月

に
本
学
第
6
代
学
長
に
就
任

し
、
2
0
0
1
年
12
月
に
健
康

1
階
の
学
生
談
話
室
の
壁
側
に

新
書
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
と
い
う

案
で
、
塚
本
理
事
長
と
相
談
し

つ
つ
進
め
て
い
ま
す
。
集
め
る

こ
と
が
で
き
る
1
万
冊
ぐ
ら
い

の
新
書
が
そ
ろ
っ
た
本
棚
は
見

事
だ
と
思
い
ま
す
。
4
月
に
は

開
設
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
5
年
後
、
10
年
後
の
東
京
理

科
大
学
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
。
現
在
先
生
方
と
将
来
構

想
委
員
会
を
つ
く
っ
て
鋭
意
検

討
中
で
す
。
今
ま
で
以
上
に
活

気
あ
る
学
生
に
満
ち
た
大
学
に

し
て
い
く
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
昨

年
中
に
設
計
が
完
了
し
、
本
年

2
月
に
は
着
工
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
近
隣
企
業
と
の
共
同

研
究
構
想
の
ほ
か
、
地
元
葛
飾

区
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
造
り
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

学
関
係
者
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

上
の
理
由
か
ら
退
任
さ
れ
る
ま

で
、
本
学
の
教
育
・
研
究
の
充

実
、
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
在
任
中
に
は
、
経

営
学
部
、
基
礎
工
学
研
究
科
、

経
営
学
研
究
科
お
よ
び
生
命
科

学
研
究
科
を
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
計
算
科
学
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の

開
設
、
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
試
験

合
格
者
の
増
加
、
連
携
大
学
院

構
想
の
実
現
な
ど
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理

学
の
分
野
に
お
い
て
多
く
の
研

究
業
績
を
残
し
、
仁
科
記
念

賞
、
藤
原
賞
、
紫
綬
褒
章
、
文

化
功
労
者
、
米
国
物
理
学
会
フ

ェ
ロ
ー
な
ど
、
数
々
の
栄
誉
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
葬
儀
に
つ
い
て
は
ご
家
族
の

希
望
に
よ
り
近
親
者
の
み
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
の
と
お
り
学
校
法

人
東
京
理
科
大
学
と
大
学
共
同

利
用
機
関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構
と
の
合
同
で

「
お
別
れ
の
会
」
を
執
り
行
い

ま
す
。

《
お
別
れ
の
会
》

日
時
：
1
月
27
日
（
木
）

14
：
00
〜
15
：
30

場
所
：
青
山
葬
儀
所

　
東
京
都

港
区
南
青
山
2
─33
─20

　

☎
　
03
-3
4
0
1
─3
6
5
3

お
問
い
合
わ
せ
：
本
学
総
務
課

☎
　
03
-5
2
2
8
-8
1
0
5

本
学
の
教
育
研
究
の
充
実
発
展
に
尽
力

西
川
哲
治
元

学
長 

逝
去

創立130周年を迎え

（年４回発行）

２
面
　
学
部
長
・
研
究
科
長
か
ら
就
任
の
言
葉

３
面
　
名
誉
教
授
称
号
授
与
／
優
秀
研
究
者
賞

4
面
　
安
藤
忠
雄
先
生
講
演
会
／
2
0
1
0
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
／
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
合
格

5
面
　
山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

6
面
　
科
学
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
中
井
泉
教
授
）

7
面
　

2
0
1
0 

理
大
祭
／
入
試
期
間
中
の
構
内
立
入
に
つ
い
て

8
面
　「
理
大
・
人
」
／
葛
飾
区
共
催
「
み
ん
な
の
理
科
大
学
」
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先
生
と
接
触
す
る
な
ど
、
学
園

生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま

し
た
。
私
の
恩
師
は
「
教
育
と

は
接
触
な
り
」、「
大
学
と
は
学

ぶ
こ
と
を
学
ぶ
所
で
あ
る
」
と

の
考
え
で
昼
夜
を
問
わ
ず
わ
れ

わ
れ
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
45
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。

　
野
田
地
区
学
生
部
長
と
し
て

4
年
間
、
私
は
、
学
生
諸
君
が

多
く
の
友
達
や
先
生
と
接
触

し
、
自
ら
成
長
で
き
る
“
交
流

の
場
”
を
作
ろ
う
と
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
10
月
、
理
工
学
部

長
に
就
任
し
た
今
、
私
は
、
理

工
学
部
が
本
学
で
最
も
多
く
の

学
科
を
擁
す
る
と
い
う
特
徴
を

生
か
し
、
幅
広
い
分
野
の
学

生
・
教
員
が
交
流
し
て
相
乗
効

果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
、
多

角
的
な
観
点
か
ら
も
の
ご
と
を

考
え
ら
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な

教
育
・
研
究
を
実
現
で
き
る
環

境
整
備
、
い
わ
ゆ
る
“
砂
場
作

り
”
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
藤
嶋
学
長
が
、
平
成
22
年
度

の
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
今
回
の
顕
彰
は
酸
化
チ
タ

ン
に
光
照
射
を
行
う
こ
と
で
、

水
が
酸
素
と
水
素
に
分
解
す
る

を
輩
出
し
て
き
た
工
学
研
究
科

の
長
と
し
て
就
任
で
き
ま
し
た

こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も

に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
環

境
や
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
る
現
在
、
人
間
に
さ

ま
ざ
ま
な
利
便
性
を
も
た
ら
し

　
創
立
49
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ

工
学
部
第
一
部
の
長
と
し
て
、

ま
た
多
く
の
優
秀
な
大
学
院
生

て
き
た
科
学
技
術
、
と
り
わ
け

工
学
分
野
も
大
き
な
変
革
の
時

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
工
学
は
、
時
代
と
共
に
変
わ

る
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の

中
に
身
を
置
く
人
の
た
め
に
必

要
な
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
作
り
出
す
こ
と
に
そ

の
学
問
の
目
標
を
見
出
し
て
き

　
昨
今
の
科
学
を
取
り
巻
く
現

状
を
見
ま
す
と
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
し

て
明
る
く
豊
か
な
“
低
炭
素

（
カ
ー
ボ
ン
発
生
の
少
な
い
）

社
会
の
実
現
”
に
向
け
大
き
く

貢
献
す
る
技
術
を
創
出
す
る
た

め
の
挑
戦
的
な
研
究
開
発
が
急

務
で
す
。
こ
れ
は
、
理
学
的
研

究
と
工
学
的
研
究
の
両
分
野
が

融
合
し
て
い
る
理
工
学
研
究
科

の
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
現
在
、
工
学
分
野
で
行
わ
れ

て
い
る
先
端
的
研
究
に
よ
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
革
新
や
展
開

は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
必

要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。
こ
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
優
位
性
や
理

論
的
裏
付
け
を
行
う
た
め
に

は
、
理
学
分
野
に
お
け
る
基
礎

的
研
究
が
重
要
な
鍵
を
握
り
ま

す
。

　
理
学
的
研
究
と
工
学
的
研
究

の
両
輪
が
同
時
に
回
転
し
て
こ

そ
、
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
創
出
に
繋
が
る
重
要
な

サ
イ
エ
ン
ス
と
な
り
得
ま
す
。

　
科
学
や
技
術
を
通
し
て
、
社

会
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は

大
学
の
使
命
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
れ
に
携
わ
る
研
究
者
の

醍
醐
味
で
も
あ
る
は
ず
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
薬
学
部
は
、
平
成
18
年
か
ら

新
制
度
の
施
行
に
よ
り
、
従
来

の
薬
学
科
と
製
薬
学
科
か
ら
、

6
年
制
の
薬
学
科
と
4
年
制
の

生
命
創
薬
科
学
科
の
2
学
科
に

再
編
成
さ
れ
、
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
薬
学
科
で
は
、

創
薬
研
究
の
分
か
る
高
度
な
薬

剤
師
を
、
生
命
創
薬
科
学
科
で

は
、
医
療
現
場
の
分
か
る
創
薬

研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
薬
学
と
は
、
自
然
科
学
の
一

学
問
分
野
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
人
間
を
対
象
と
し
た
実
学
で

あ
り
ま
す
。
両
学
科
の
学
生

は
、
共
に
学
ぶ
中
で
将
来
、
ス

ム
ー
ズ
に
実
質
的
な
交
流
が
で

き
、
社
会
の
中
で
「
あ
て
に
な

る
医
療
人
」
と
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
教
育
・
研
究
の
場
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
薬
学
部
の
教
員
が
一
丸
と
な

っ
て
協
力
し
合
い
、
10
年
、
20

年
先
を
見
据
え
て
社
会
に
還
元

で
き
る
薬
学
教
育
・
研
究
の
新

た
な
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
薬
学
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と

東
京
理
科
大
学
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
教
職
員
の
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
工
学

が
人
を
中
心
に
据
え
た
学
問
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
多
様
な
価
値
観
に
合

う
も
の
を
作
り
出
し
、
そ
し
て

さ
ら
な
る
価
値
観
を
も
創
出
す

る
学
問
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
工
学
部
第
一
部
な
ら

び
に
工
学
研
究
科
の
目
指
す
方

向
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
の
独
自
性
を
堅

持
し
つ
つ
、
本
学
の
未
来
を
約
束

さ
れ
た
も
の
と
す
る
た
め
に
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
京
理
科
大
学
に
入
学
し
野

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
生
活
を

始
め
た
当
時
、
建
物
は
1
号
館

だ
け
、
前
に
は
草
生
し
た
原
っ

ぱ
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
先

輩
の
い
な
か
っ
た
一
期
生
は
、

仲
間
と
多
く
の
サ
ー
ク
ル
を
創

設
し
、
ま
た
、
貪
欲
に
多
く
の

反
応
を
発
見
し
、
こ
の
発
見
を

も
と
に
「
光
触
媒
技
術
」
が
空

気
清
浄
化
、
抗
菌
殺
菌
な
ど
身

近
な
と
こ
ろ
に
利
用
さ
れ
、
光

化
学
・
電
気
化
学
の
発
展
に
大

町
の
参
加
団
体
と
の
調
整
を
7

月
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
や
一
般
の
方
々
に
よ

る
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
の
演

奏
、
小
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
、

一
般
町
民
の
合
唱
団
な
ど
約
30

の
多
彩
な
音
楽
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
卒
業

生
で
歌
手
の
祥
子
さ
ん
や
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
鬼
武
み
ゆ
き
さ
ん
が

初
参
加
。
在
校
生
と
共
演
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
込
ま
れ
る

な
ど
、
例
年
に
増
し
て
幅
広
く

音
楽
を
楽
し
め
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

鬼武さん（左）と共演する垣内幸恵さん（電子応用工学科）

　
昨
年
12
月
19
日
（
日
）、「
理

科
大
生
と
子
ど
も
た
ち
の
ハ
ー

ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
0
」

を
長
万
部
校
舎
エ
ソ
ー
ル
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
理
科
大
生
と
町
民
と

が
音
楽
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
地
域
の
音
楽
・
文
化
活

動
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
今
年
で

10
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
基
礎
工
学
部
1
年
生
の
ピ
ア

ノ
部
が
中
心
と
な
り
実
行
委
員

会
を
設
立
し
、
ポ
ス
タ
ー
作
成

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
、
長
万
部

き
く
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
今
年
度
の
文
化
功
労

者
に
は
藤
嶋
学
長
の
ほ
か
、
王

貞
治
さ
ん
や
吉
永
小
百
合
さ

ん
、
水
木
し
げ
る
さ
ん
な
ど
16

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
祝
い
、
昨
年
12
月
1

日
（
水
）
に
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

が
ア
グ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
当
日
は
藤
嶋
学
長
ご

夫
妻
の
入
場
に
続
き
、
塚
本
理

事
長
ほ
か
、
学
外
か
ら
も
総
合

科
学
技
術
会
議
・
相
澤
益
男
議

員
、
神
奈
川
大
学
・
伊
藤
文
保

理
事
長
、
東
京
大
学
工
学
系
研

究
科
・
橋
本
和
仁
教
授
ら
が
お

祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

報
道
関
係
8
社
が
訪
れ
る
な

ど
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
受
賞
を
記
念
し

て
、
藤
嶋
学
長
の
発
見
し
た
光

触
媒
を
も
と
に
し
た
「
光
し
ょ

く
梅
（
ば
い
）
丼
」
が
学
食
メ

ニ
ュ
ー
で
登
場
し
ま
し
た
。
世

紀
の
発
見
の
「
光
触
媒
」
と
語

呂
合
わ
せ
で
、
光
物
の
コ
ハ
ダ

や
、
梅
を
和
え
た
ソ
ー
ス
を
か

け
た
メ
ヒ
カ
リ
に
、
梅
を
形
取

っ
た
マ
グ
ロ
の
中
落
ち
を
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　「
光
触
媒
技
術
」
が
広
く
応

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
多
彩
な
食
材
を
使
用
。

価
格
は
4
2
0
円（
税
込
み
）、

季
節
ご
と
に
食
材
が
変
わ
り
年

間
を
通
し
て
販
売
す
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
藤
嶋
学
長
は
、
川
崎
市

の
小
中
学
校
の
科
学
教
育
の
普

及
に
取
り
組
む
な
ど
、
市
の
教

育
行
政
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ

た
と
し
て
、
昨
年
11
月
16
日

（
火
）
に
川
崎
市
文
化
賞
を
受

新
学
部
長
・
研
究
科
長
就
任
の
言
葉

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
中
心

と
し
た
科
学
技
術
の
進
展
に
伴

い
、
こ
こ
50
年
で
地
球
上
の
相

対
的
な
距
離
が
著
し
く
縮
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
そ
の
速
度

に
拍
車
を
か
け
、
国
境
は
あ
る

も
の
の
、
科
学
、
経
済
、
文
化

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
が

一
段
と
進
展
し
て
い
ま
す
。
社

会
は
多
様
化
す
る
と
共
に
、
カ

ッ
プ
麺
が
今
や
世
界
食
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
世
界
レ
ベ
ル

で
の
画
一
化
、
標
準
化
も
進
展

し
て
い
ま
す
。
今
後
人
材
の
流

動
化
も
ま
す
ま
す
進
み
、
英
語

を
単
に
話
せ
る
だ
け
で
な
く
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
専
門
知
識

と
技
能
、
豊
か
な
人
間
性
を
持

っ
た
人
材
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。

　
工
学
部
第
二
部
は
、
夜
間
学

部
と
し
て
社
会
人
に
も
広
く
門

戸
を
開
い
て
、
本
学
建
学
以
来

の
実
力
主
義
を
掲
げ
て
教
育
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
こ
そ
そ

の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
と
感
じ

て
い
ま
す
。
十
分
な
専
門
知

識
・
技
能
と
豊
か
な
創
造
性
・

人
間
性
を
持
っ
て
世
界
に
羽
ば

た
け
る
人
材
を
育
て
る
べ
く
、

実
力
主
義
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
、
本
学
と
工
学
部

第
二
部
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
と

大
学
院
経
営
学
研
究
科
は
、
新

し
い
経
営
教
育
と
卓
越
し
た
研

究
を
通
じ
て
、
激
し
く
変
化
す

る
国
内
外
の
環
境
変
化
に
効
果

的
に
適
応
で
き
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
時
代
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
、

そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
時
代

を
先
導
す
る
こ
と
の
で
き
る
、

創
造
的
で
、
高
い
経
営
倫
理
観

を
持
っ
た
、
革
新
的
な
経
営

者
、
リ
ー
ダ
ー
と
独
創
的
で
挑

戦
的
な
研
究
者
を
育
成
し
、
社

会
に
輩
出
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
定
量
的
か
つ
定
性
的
な
実
証

的
教
育
・
研
究
方
法
を
積
極
的

に
導
入
、
活
用
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
経
営
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

（M
anagement Frontier of 

the Digital Era

）、
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
パ
イ
オ
ニ
ア
（Pioneer 

of the Digital Society

）
を
実

現
す
る
た
め
に
、
資
源
を
集
中

す
べ
き
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
広
範
な
学
問
領
域
に
わ
た

る
、
強
力
な
理
工
系
学
部
・
大

学
院
と
M
O
T
（
技
術
経
営
専

攻
）・
M
I
P
（
知
的
財
産
戦
略

専
攻
）
専
門
職
大
学
院
等
か
ら

構
成
さ
れ
る
、
東
京
理
科
大
学

の
経
営
学
部
、
そ
し
て
大
学
院

経
営
学
研
究
科
と
し
て
、
全
体

的
に
相
互
の
相
乗
効
果
を
発
揮

で
き
る
、
国
内
外
で
ユ
ニ
ー
ク

な
特
長
を
有
す
る
経
営
学
部
、

経
営
大
学
院
を
目
指
し
、
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温

か
い
関
心
と
激
励
、
そ
し
て
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

“
低
炭
素
社
会
”
の
実
現
に
向
け
て

理
工
学
研
究
科
長

　阿
部

　正
彦

学長
文化功労者に選定

人気の光しょく梅丼

賞
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
川
崎
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
藤
嶋
学

長
は
「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
引

き
続
き
努
力
し
、
今
後
も
市
民

社
会
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

祝賀パーティーで花束を受けとる藤嶋学長（右）と、とみ子夫人

川
崎
市
文
化
賞
を
受
賞

光
し
ょ
く
梅
丼
が
登
場

さ
ら
な
る
価
値
観
の
創
出
を

工
学
部
第
一
部
学
部
長

　半
谷

　精
一
郎

あ
て
に
な
る
医
療
人
を
育
て
る

薬
学
部
長

　田
沼

　靖
一

成
長
を
促
す
“
交
流
の
場
”
を

理
工
学
部
長

　平
川

　保
博

創
造
的
な
経
営
者
・
研
究
者
の
育
成
を

経
営
学
部
長

　東
邦

　仁
虎

実
力
主
義
の
真
価
を
発
揮
す
る
時
代

工
学
部
第
二
部
学
部
長

　谷
内

　利
明
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東
京
理
科
大
学
・
科
学
技
術

交
流
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
る
「
複
合
領
域
『
知

財
群
』
創
造
的
活
用
ネ
ッ
ト
ワ

【
優
秀
研
究
者
特
別
賞
】

工
学
部
第
一
部
経
営
工
学
科
　

　
教
授
　
浜
田
知
久
馬

総
合
研
究
機
構

　
教
授
　
辻

　
　
　孝
　

【
優
秀
研
究
者
奨
励
賞
】

理
学
部
第
一
部
物
理
学
科

　
准
教
授
　
松
下

　恭
子

理
学
部
第
一
部
応
用
化
学
科

　
准
教
授
　
駒
場

　慎
一

基
礎
工
学
部
電
子
応
用
工
学
科

　
准
教
授
　
谷
口

　
　淳

　
ま
た
、
表
彰
式
当
日
に
は
、

藤
嶋
学
長
と
特
別
賞
を
受
賞
し

た
浜
田
教
授
、
辻
教
授
に
よ
る

座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
詳
細
は
本
紙
次
号
（
4

月
号
）
で
紹
介
す
る
予
定
で

す
。

　
竹
内
伸
・
前
東
京
理
科
大
学

長
の
名
誉
教
授
称
号
授
与
式

が
、
昨
年
10
月
29
日
（
金
）
に

神
楽
坂
校
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
で
は
、
藤
嶋
学
長
か
ら
竹

内
前
学
長
へ
平
成
22
年
9
月
16

日
付
の
名
誉
教
授
称
号
記
が
贈

ら
れ
、
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
塚
本
理
事
長
、

植
木
副
学
長
、
友
岡
基
礎
工
学

部
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈

ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
竹
内
前
学

長
か
ら
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
後
、
学
長
、
理
事

長
を
は
じ
め
列
席
し
た
常
務
理

事
、
副
学
長
、
学
部
長
、
研
究

科
長
の
先
生
方
と
記
念
撮
影
を

し
、
竹
内
先
生
を
囲
み
全
員
で

会
食
し
た
後
、
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
竹
内
先
生
は
平
成
18
年
1
月

か
ら
同
21
年
12
月
ま
で
の
間
、

東
京
理
科
大
学
長
と
し
て
重
責

を
果
た
さ
れ
、
同
22
年
4
月
か

ら
は
近
代
科
学
資
料
館
長
に
就

任
し
、
本
学
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

賞状を受けとる藤本センター長（右）

藤本センター長（左から2人目）と受賞者の面々

前列左から辻教授、浜田教授、後列左から塚本理事長、谷口准教授、駒場准教授、
松下准教授、藤嶋学長

前東京理科大学　学長
　竹内伸（現近代科学資料館長）

　
昨
年
10
月
23
日
（
土
）
に
愛

知
県
名
古
屋
市
名
進
研
ホ
ー
ル

で
進
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ
れ
は
中
部
圏（
愛
知
県
、

三
重
県
、
岐
阜
県
お
よ
び
静
岡

県
西
部
）
の
高
校
生
・
保
護
者

を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
当
日
は
多
数
の
方
が
来
場

し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
大
学
の
概
要
説
明

の
ほ
か
、
本
学
工
学
部
第
二
部

建
築
学
科
・
辻
本
誠
教
授
、
理

工
学
部
応
用
生
物
科
学
科
・
池

北
雅
彦
教
授
に
よ
る
模
擬
講
義

を
実
施
。
概
要
説
明
を
聞
い
た

参
加
者
が
す
ぐ
に
個
別
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
訪
れ
る
姿
も
見
ら

優秀研究者賞
優れた研究業績を挙げた教員を表彰

　
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学

は
、
教
育
職
員
の
業
績
評
価
の

結
果
に
基
づ
き
、
教
育
お
よ
び

研
究
の
分
野
で
特
に
優
れ
た
業

績
を
挙
げ
た
教
員
に
対
し
、
特

別
表
彰
を
行
う
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
昨
年
7
月
に
実
施
し
た
業
績

評
価
に
お
い
て
、
研
究
分
野
の

評
価
が
高
く
、
表
彰
に
値
す
る

と
認
め
ら
れ
る
教
員
を
「
優
秀

研
究
者
特
別
賞
」、
評
価
実
施

時
に
39
歳
以
下
で
、
研
究
分
野

の
評
価
が
高
く
、
表
彰
に
値
す

る
と
認
め
ら
れ
る
教
員
を
「
優

秀
研
究
者
奨
励
賞
」
と
し
て
表

彰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
昨
年
12
月
8
日

（
水
）、神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
藤
嶋
学
長
か
ら
次
の
5

人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
神
楽
坂
校
舎
既
存
建
物

（
2
、
3
、
7
、
9
号
館
）
の
改

修
工
事
は
平
成
22
年
3
月
ま
で

に
完
成
し
、
残
る
8
号
館
の
改

修
工
事
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
8
号
館
改
修
で
は
6
号
館
に

あ
る
学
食
が
移
設
さ
れ
、
席
数

が
増
え
る
こ
と
が
特
長
の
一
つ

で
す
。
地
下
1
階
に
は
多
目
的

ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
、
軽
食
や

学
内
の
催
し
会
場
等
に
も
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
書
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
予
定
で
、
読
書

等
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
下
で
も
明
る
く
開
放
的
な
雰

囲
気
と
な
る
よ
う
ド
ラ
イ
エ
リ

ア
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し

た
。
ま
た
、
1
階
・
2
階
が
学

食
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
定
食
、

麺
類
等
そ
れ
ぞ
れ
の
注
文
カ
ウ

ン
タ
ー
を
配
置
。
中
階
段
を
通

っ
て
上
下
階
へ
の
移
動
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
さ

8号館完成予想図

学食スペース

中階段で上下階への移動もスムーズ

れ
、
本
学
進

学
に
対
す
る

熱
意
が
う
か

が
え
ま
し

た
。

　
同
時
に
、

高
校
教
員
、

同
窓
高
校
教

員
を
対
象
と

し
た
説
明
会

も
開
催
し
、

植
木
正
彬
副

学
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、

吉
本
成
香
理

事
に
よ
る
大

ー
ク
構
築
」
事
業
（
平

成
22
年
度
経
済
産
業
省

「
創
造
的
産
学
連
携
体

制
整
備
事
業
」
に
採

択
）
が
、
昨
年
11
月
10

日
（
水
）、
日
刊
工
業

新
聞
社
主
催
の
第
5
回

モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞

「
特
別
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
同
賞
は
、
モ

ノ
づ
く
り
分
野
で
の
注

目
す
べ
き
産
学
官
連
携

の
先
端
的
事
例
と
し
て

　
平
成
22
年
の
秋
の
叙
勲
で
、
次
の

先
生
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◇
瑞
宝
中
綬
章

理
学
部
第
二
部
　
化
学
科

　
元
教
授
　
森
　
　
謙
治

秋の叙勲

学
近
況
説
明
と
岡
村
総
一
郎
入
試
選
抜
検
討
委
員
会
委
員
長
に

よ
る
入
試
概
況
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
出
席
さ
れ
た
教
員
の
方

々
は
、
本
学
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
本
学
は
平
成
20
年
度
か
ら
、

広
島
、
大
阪
と
毎
年
各
地
で
入

試
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
対
象
の
中
部
圏

は
、
本
学
志
願
者
数
が
関
東
圏

に
次
い
で
多
い
地
域
で
す
。
本

学
は
、
中
部
圏
で
の
さ
ら
な
る

知
名
度
向
上
を
図
る
た
め
、
高

校
生
に
加
え
保
護
者
を
対
象
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、

今
後
も
重
点
的
に
情
報
発
信
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
事
業（
図
参
照
）

は
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
基

づ
く
具
体
的
な
商
品

（
事
業
）
を
設
定
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
の
に

必
要
な
強
い
知
的
財
産

を
複
数
大
学
か
ら
集

め
、「
強
み
」
を
強
化

し
た
う
え
で
、「
知
財

群
」
を
形
成
し
、
企
業

神
楽
坂
８
号
館
改
修
計
画

　
昨
年
11
月
22
日
（
月
）
に
、

神
楽
坂
校
舎
記
念
講
堂
で
「
第

5
回
F
D
セ
ミ
ナ
ー
（
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
主
催
）」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　「
実
質
的
な
F
D
促
進
の
た

め
の
授
業
評
価
の
あ
り
方
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
授
業
評
価
の

あ
り
方
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
考
え
る
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
藤
嶋
学
長
か
ら
「
東
京

理
科
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研

究
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
と
題

第
5
回
F
D
セ
ミ
ナ
ー
開
催

國
澤

　清
典

　元
教
授

（
理
工
学
部
情
報
科
学
科
）
平

成
22
年
8
月
11
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
94
歳
。

平
川

　文
子

　元
教
授

（
理
工
学
部
数
学
科
）
平
成
22

年
10
月
22
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
71
歳
。

悼

「複合領域『知財群』創造的活用ネットワーク構築」事業

に
提
案
し
て

い
く
も
の
で

す
。
企
業
に

と
っ
て
は
、

一
括
し
て
ラ

イ
セ
ン
ス
や

共
同
研
究
コ

ン
ソ
ー
シ
ア

ム
等
の
交
渉

が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た

め
、
効
率
的

で
あ
り
、
ま

た
利
便
性
も

高
ま
る
と
期

待
さ
れ
て
い

ま
す
。

大
学
会
館
名
称
決
定

　
平
成
21
年
か
ら
建
設
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
神
楽
坂
2
丁

目
の
「
大
学
会
館
（
仮
称
）」

の
工
事
完
了
が
間
近
に
迫
る

中
、
建
物
名
称
が
正
式
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
名
称
は「
P
O
R
T
A（
ポ
ル

タ
）
神
楽
坂
」。「
P
O
R
T
A
」

と
は
ラ
テ
ン
語
で
門
、
戸
、
出

入
口
と
の
意
味
。
ラ
テ
ン
語
は

言
語
の
原
型
と
の
説
が
あ
り
、

新
し
い
神
楽
坂
の
原
点
と
な
る

よ
う
期
待
を
込
め
て
決
定
し
ま

し
た
。

　「
P
O
R
T
A
神
楽
坂
」
は

店
舗
や
住
宅
の
ほ
か
、
本
学
専

門
職
大
学
院
M
O
T
専
攻
関
連

施
設
や
、
理
窓
会
関
連
施
設
と

し
て
、
今
年
4
月
か
ら
利
用
さ

れ
ま
す
。

し
て
講
演
が
あ
り
、
続
い
て

「
東
京
理
科
大
学
の
授
業
評
価

〜
そ
の
課
題
と
将
来
設
計
〜
」

で
は
、
今
村
武
准
教
授
（
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー
委
員
・
理
工
学

部
教
養
）
か
ら
、
授
業
改
善
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
現
状
、

コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
の
紹
介
と
新
た
な

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
大
学
高
等
教
育

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
大
塚
雄
作
教
授
を
お
招
き

し
「
実
質
的
F
D
に
授
業
評
価

は
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の

か
？
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ

き
、
最
後
に
出
席
し
た
約

1
0
0
人
の
教
職
員
と
講
演
者

に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
す
。

　
3
階
か
ら
5
階
ま
で
は
計
13

の
教
室
が
設
け
ら
れ
、
神
楽
坂

キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
学
部
・
全
学

科
が
利
用
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設

置
場
所
を
移
し
、
一
回
り
大
き

な
も
の
に
変
更
さ
れ
、
屋
上
に

は
庭
園
を
設
け
る
な
ど
、
利
用

者
の
た
め
の
よ
り
よ
い
環
境
と

な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
8
号
館
の
完
成
予
定
は
平

成
23
年
3
月
末
、
4
月
か
ら
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

中部圏の高校生・保護者を対象に開かれた進学説明会

産
学
官
連
携
の
先
端
的
事
例

名
古
屋
で

を
開
催

「
東
京
理
科
大
学
進
学
説
明
会
」

名
誉
教
授
称
号

竹
内 

伸
・
前
学
長
に

モ
ノ
づ
く
り「
特
別
賞
」
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日
本
を
代
表

す
る
建
築
家

で
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
安

藤
忠
雄
先
生
の

講
演
会
が
、
昨

年
10
月
14
日

（
木
）
に
神
楽

坂
校
舎
で
開
催
さ
れ
、
2
5
0

人
を
超
え
る
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
安
藤
先
生
と
旧

知
の
仲
で
あ
る
藤
嶋
学
長
の
発

案
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、

学
長
自
ら
が
司
会
を
務
め
会
場

を
盛
り
上
げ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

　
終
始
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
関
西
弁
で
語
り
か
け
る
よ
う

に
話
さ
れ
る
安
藤
先
生
。
表
参

道
ヒ
ル
ズ
や
副
都
心
線
渋
谷
駅

な
ど
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ

ら
れ
て
き
た
経
験
を
も
と
に

「
東
京
や
大
阪
、
パ
リ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
な
ど
都
市
は
文
化
で

す
。
文
化
を
育
て
る
た
め
に

は
、
経
済
力
ば
か
り
あ
っ
て
も

ダ
メ
で
計
画
が
必
要
。
人
生
も

同
じ
で
、
自
分
の
人
生
を
ど
う

膨
ら
ま
せ
て
充
実
さ
せ
る
か
が

大
事
。
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ

て
、
自
由
と
勇
気
、
想
像
力
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と

語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
皆
さ

ん
の
人
生
は
あ
と
70
年
も
あ
っ

て
、
そ
の
人
生
を
充
実
さ
せ
る

に
は
自
分
で
夢
を
持
た
な
い
と

い
け
な
い
。
一
生
懸
命
に
な
れ

る
こ
と
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
日
本
の
未
来
を
切
り
開
く

人
材
が
東
京
理
科
大
学
か
ら
出

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
現
在
、
取
り
組
ん
で
い

る
仕
事
で
、
有
名
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
U
2
の
ボ
ノ
や
、
イ
タ
リ
ア

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ジ

ョ
ル
ジ
オ
・
ア
ル
マ
ー
ニ
と
の
や

り
と
り
を
披
露
す
る
な
ど
、
安

藤
先
生
の
世
界
的
な
活
躍
ぶ
り

　
昨
年
10
月
31
日
（
日
）、
大
学

と
校
友
同
士
の
親
睦
を
図
る
第

5
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し

ま
し
た
。「
新
た
な
絆
〜
世
代

（
と
き
）
を
超
え
て
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

展
示
や
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
過
去
最
高
の
3
0
0
0

人
を
超
す
校
友
と
そ
の
家
族
、

そ
し
て
こ
う
よ
う
会
会
員
が
来

場
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
神
楽
坂
校

舎
全
体
を
使
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

5
号
館
ア
リ
ー
ナ

で
は
、「
教
育
も
研

究
も
感
動
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
し
た

藤
嶋
学
長
の
講
演
を
皮
切
り

に
、
3
講
演
を
開
催
。
諏
訪
東

京
理
科
大
学
の
篠
原
菊
紀
教
授

は
「
脳
を
上
手
に
だ
ま
し
ま
し

ょ
う
」
と
題
し
、
人
気
の
記
憶

テ
ス
ト
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
語
り
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

数
学
者
・
秋
山
仁
先
生
は
学
生

時
代
の
思
い
出
を
楽
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹
介
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

「
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

劇
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
触
れ
る
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ

ブ
シ
ョ
ー
や
、
身
近
な
材
料
を

使
っ
て
実
験
す
る
サ
イ
エ
ン
ス

夢
工
房
な
ど
も
盛
況
で
し
た
。

　
1
号
館
17
階
で
行
わ
れ
た
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

今
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

イ
メ
ー
ジ
モ
デ
ル
を
務
め
た
、

卒
業
生
の
加
藤
博
さ
ん

（
1
9
7
0
年
工
・
建
築
卒
）、

2
0
0
9
年
ミ
ス
タ
ー
理
科
大

の
山
崎
長
宣
さ
ん
（
経
営
4

年
）、
同
ミ
ス
理
科
大
の
永
田
美

紀
さ
ん
（
理
一
・
応
物
2
年
）、

本
学
職
員
の
石
黒
寛
行
さ
ん

（
総
合
企
画
部
入
試
課
）、
峯
岸

由
美
さ
ん
（
学
生
支
援

部
就
職
課
）
を
紹
介
。

そ
の
後
学
長
や
理
事
長

ら
が
、
酒
だ
る
を
開
け

て
開
催
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
長
万
部
や

山
口
理
大
、
諏
訪
理
大

な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
別
物

産
展
や
、
学
生
ら
に
よ

る
屋
台
、
本
学
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

を
模
っ
た
人
形
焼
「
坊

っ
ち
ゃ
ん
焼
き
」
も
販
売
さ
れ
、

大
変
な
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
で
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
て

友
人
に
出
会
っ
て
あ
い
さ
つ
を

し
た
け
れ
ど
、
友
人
は
あ
い
さ

つ
も
せ
ず
通
り
過
ぎ
て
行

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な

時
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
感

情
を
抱
き
ま
す
か
。
不

安
？
　
落
ち
込
み
？
　
そ

れ
と
も
怒
り
？
　
そ
の
感

じ
方
の
違
い
に
は
「
考
え

方
の
癖
」
が
影
響
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

常
に
自
分
に
引
き
つ
け
て

考
え
や
す
い
癖
を
持
つ
人

は
「
私
が
何
か
悪
い
こ
と

を
し
た
か
も
」
と
不
安
に
な
り
、

マ
イ
ナ
ス
思
考
の
癖
の
人
は

「
き
っ
と
嫌
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ん

だ
」
と
落
ち
込
み
、
相
手
の
非

が
目
に
付
く
癖
の
人
は
「
無
視

す
る
な
ん
て
、
な
ん
て
失
礼
な

奴
だ
」
と
怒
り
が
わ
く
で
し
ょ

う
。
問
題
は
、
人
は
自
分
の
持

つ
考
え
方
の
癖
に
気
づ
か
ず
、

【
同
窓
生
】

◇
金
５
５
０
万
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
１
１
５
０
万
円
）

◇
金
20
万
円

武
田
　
一
美
様
　
塚
本
　
高
之
様

山
田
　
義
幸
様

◇
金
10
万
円

鵜
飼
　
秀
樹
様
　
大
塚
　
一
夫
様

大
野
　
清
彦
様
　
君
塚
　
弘
明
様

黒
岩
弘
五
郎
様
　
松
井
　
辰
男
様

◇
金
５
万
円

岡
本
　
公
爾
様

（
累
計
金
10
万
円
）

鯉
淵
　
武
敏
様
　
小
松
　
洋
介
様

鈴
木
　
泰
人
様
　
髙
尾
　
英
明
様

田
中
　
　
實
様
　
橋
本
　
　
勉
様

溝
部
　
道
信
様
　
行
冨
　
増
夫
様

匿
名
　
１
名

◇
金
３
万
円

大
橋
　
和
男
様

片
山
俊
一
郎
様（

累
計
金
５
万
円
）

守
屋
　
茂
様

（
累
計
金
15
万
円
）

匿
名
　
１
名

◇
金
２
万
円

小
林
　
　
明
様
　
菅
原
　
佑
華
様

韮
沢
　
善
雄
様（

累
計
金
４
万
円
）

匿
名
　
１
名

◇
金
１
万
円

小
平
　
勇
次
様（

累
計
金
２
万
円
）

鷺
坂
　
　
健
様
　
清
水
　
充
治
様

田
口
　
正
俊
様
　
中
埜
　
正
一
様

三
井
　
　
斉
様
　
匿
名
　
１
名

◇
金
7
0
0
0
円

匿
名
　
１
名

◇
金
２
０
０
０
円

清
水
　
　
靖
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
１
７
０
万
円

安
蒜
　
英
雄
様

【
教
職
員
】

◇
金
50
万
円

渡
辺
　
恒
夫
様

◇
金
15
万
円

宇
津
　
栄
三
様（

累
計
金
20
万
円
）

藤
嶋
　
　
昭
様

�

（
累
計
金
20
万
円
）

◇
金
10
万
円

賀
屋
　
秀
隆
様
　
清
岡
　
　
智
様

◇
金
５
万
円

小
久
保
正
己
様
　
松
原
　
秀
成
様

和
田
　
智
明
様

◇
金
３
万
円

白
石
　
安
男
様

�

（
累
計
金
11
万
円
）

西
尾
太
一
郎
様

山
下
　
輝
雄
様

�

（
累
計
金
７
万
円
）

山
田
　
俊
彦
様

�

（
累
計
金
９
万
円
）

◇
金
１
万
５
０
０
０
円

加
賀
谷
貞
夫
様

�

（
累
計
金
４
万
５
０
０
０
円
）

佐
伯
　
政
俊
様

�

（
累
計
金
３
万
５
０
０
０
円
）

佐
竹
　
彰
治
様

�

（
累
計
金
２
万
円
）

原
　
泰
志
様

◇
金
１
万
円

山
口
　
富
治
様

◇
金
３
０
０
０
円

樋
上
　
賀
一
様

（
累
計
金
７
０
０
０
円
）

【
法
人
】

◇
金
１
０
０
万
円

三
機
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
50
万
円

株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様

【
団
体
】

◇
金
３
万
円

一
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

◇
金
１
万
円

監
査
室
担
当
理
事
、
監
査
室
様

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
１
８
２
万
円

個
人
42
名
　

１
支
部

（
累
計
金
１
３
５
２
万
８
０
０
０
円
）

○
入
金
額

【
個
人
】�

（
56
名
）

1
0
5
2
万
2
0
0
0
円

【
法
人
】�

（
2
社
）

1
5
0
万
円

【
団
体
】�

（
2
団
体
）

4
万
円

【
こ
う
よ
う
会
】�

（
43
件
）

1
8
2
万
円

○
寄
付
総
額
（
2
0
1
0
年
4
月

1
日
〜
2
0
1
0
年
10
月
31
日
）

【
個
人
】�

（
2
2
1
名
）

3
0
4
4
万
6
9
9
1
円

【
法
人
】�

（
7
社
）

2
9
5
万
円

【
団
体
】�

（
2
団
体
）

4
万
円

【
こ
う
よ
う
会
】�

（
3
0
3
件
）

1
3
5
2
万
8
0
0
0
円

　「
維
持
拡
充
資
金
（
第
二
期
）」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
寄
付
を

た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
2
0
1
0
年
8
月
1
日
〜
2
0
1
0
年
10
月
31
日
ま
で

に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

　
ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の健康

ココロ
カラダ

と
新

8

考え方の癖に注意

講演する安藤忠雄先生

酒だるを開けて祝う（右から）藤嶋学長、塚本理事長、
山田理窓会会長、船木こうよう会会長

「坊っちゃん焼き」に長蛇の列

理

窓

会
だ
よ
り
ワイド版

第5回 大学と校友同士の親睦を図る

神楽坂キャンパスに
3000人が集う

祝国家公務員Ⅰ種合格
　
平
成
22
年
度
「
国
家
公
務
員

採
用
Ⅰ
種
試
験
合
格
を
祝
う

会
」
が
昨
年
11
月
25
日

（
木
）、
神
楽
坂
校
舎
1
号
館
の

記
念
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
塚
本
理
事
長
、
藤
嶋
学

長
は
じ
め
公
務
員
対
策
委
員
会

委
員
ほ
か
、
多
く
の
教
職
員
が

理事長、学長、関係委員の先生方と共に記念撮影

出
席
し
、
理
事
長
か
ら
合
格
者

20
人
に
、
表
彰
状
、
記
念
品
、

お
よ
び
後
期
授
業
料
相
当
額
の

奨
学
金
（
卒
業
生
に
は
祝
い

金
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
中
山
基
志
さ
ん

（
理
工
学
研
究
科
応
用
生
物
科

学
専
攻
修
士
課
程
2
年
・
特
許

庁
内
定
）
が
、
体
験
報
告
と
し

て
官
庁
訪
問
が
人
間
的
に
大
き

く
成
長
す
る
機
会
と
な
っ
た
こ

と
、
多
く
の
後
輩
に
同
様
の
体

験
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　
表
彰
学
生
の
代
表
と
し
て
、

竹
内
あ
や
乃
さ
ん
（
理
学
部
第

一
部
物
理
学
科
4
年
・
特
許
庁

内
定
）
か
ら
は
、
公
務
員
ゼ
ミ

で
出
会
っ
た
志
の
高
い
仲
間
の

存
在
が
合
格
の
鍵
と
な
っ
た
こ

と
、
合
格
に
向
け
た
大
学
の
支

援
制
度
や
金
刺
教
授
、
先
輩
、

家
族
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
希
有
の
不
況
の
下
、
公
務
員

試
験
の
申
込
者
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
平
成

23
年
度
公
務
員
試
験
に
向
け
各

種
支
援
行
事
を
行
い
、
学
年
を

問
わ
ず
公
務
員
志
望
者
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
職
課
（
就
職
支
援

室
）
で
は
各
種
資
料
を
豊
富
に

揃
え
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
る

の
で
、
今
後
、
進
路
の
選
択
肢

と
し
て
公
務
員
を
考
え
る
学
生

は
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
か
ら
国

家
公
務
員
採
用
試
験
制
度
の
見

直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
詳

細
は
確
定
次
第
、
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
る
予
定

で
す
。�

（
就
職
課
）

「
自
由
と
勇
気
、
想
像
力
を
！
」

建
築
家
・
安
藤
忠
雄
先
生
が
聴
衆
を
魅
了

講演会

「
嫌
わ
れ
た
」「
無
視
さ
れ
た
」
と

状
況
を
決
め
つ
け
や
す
い
こ
と

で
す
。
実
際
は
急
い
で
い
て
気

付
か
な
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
不
安
に
な
り
や
す
い
人
、
落

ち
込
み
や
す
い
人
、
怒
り
が
わ

き
や
す
い
人
な
ど
は
、
そ
う
な

り
や
す
い
「
考
え
方
の
癖
」
を

持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
考
え

方
の
癖
も
他
の
癖
と
同
様
に
、

気
が
付
け
ば
変
え
て
い
く
こ
と

が
可
能
で
す
。
そ
れ
に
は

ま
ず
、「
自
分
の
考
え
た

（
感
じ
た
）
こ
と
は
事
実
に

そ
ぐ
う
の
か
」
と
疑
問
を

持
ち
検
証
す
る
姿
勢
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
同
じ
状

況
を
他
の
人
だ
っ
た
ら
ど

う
と
ら
え
る
か
を
、
A
さ

ん
な
ら
、
B
先
生
な
ら
、

と
具
体
的
に
考
え
、
あ
る

い
は
実
際
に
聞
い
て
み
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。
人
と

比
較
す
る
こ
と
で
自
分
の
癖
が

明
確
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
考

え
方
の
癖
に
と
ら
わ
れ
ず
、
物

事
を
柔
軟
に
と
ら
え
る
姿
勢

が
、
自
分
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
た
め
に
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
人

間
関
係
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。

（
久
喜
校
舎
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　

�

小
原
千
郷
）

ホームカミングデー

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
安
藤
先
生
に
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
サ
イ
ン

会
に
も
行
列
が
で
き
る
な
ど
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
ま
ま
終

了
。
参
加
者
か
ら
は
「
安
藤
先

生
の
国
際
的
活
躍
と
人
脈
を
つ

く
る
行
動
力
が
凄
い
と
感
じ
ま

し
た
」（
工
一
・
経
工
・
男
子

学
生
）、「
安
藤
先
生
の
人
柄
に

ほ
れ
ま
し
た
。
ま
た
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
は
建
築

の
勉
強
に
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
」（
工
二
・
建
築
・
女
子

学
生
）、「
今
日
の
講
演
で
安
藤

先
生
が
伝
え
た
か
っ
た
事
は
、

ど
ん
な
人
生
で
も
自
分
だ
け
の

人
生
を
本
気
で
生
き
抜
い
て
、

心
を
込
め
て
何
か
を
創
造
し
、

夢
に
挑
戦
し
続
け
る
事
の
素
晴

ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
」（
理

二
・
化
学
・
男
子
学
生
）
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ジョークを交えた講演に笑いが絶えなかった
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昨
年
10
月
23
日
（
土
）、
本

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
理
科
教
員
の
た
め
の
リ
カ
レ

ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
（
化
学
）」

を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
中

学
・
高
校
の
理
科
教
員
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
講
義
は
、
工
学
部

応
用
化
学
科
の
井
口
眞
准
教
授

が
講
師
を
務
め
「
物
性
化
学
の

す
す
め
〜
極
低
温
・
高
圧
の
世

界
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
液
体
酸

素
を
用
い
た
演
示
実
験
を
交
え

な
が
ら
、
極
低
温
と
高
圧
の
環

境
を
利
用
し
た
研
究
方
法
等
を

解
説
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の

実
験
は
、
東
京
理
科
大
学
理
学

部
第
一
部
化
学
科
の
井
上
正
之

准
教
授
が
講
師
を
務
め
、「
学

校
現
場
で
使
え
る
化
学
実
験
の

教
材
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
環
境
に
調
和
し
た
有
機
化

学
の
実
験
を
指
導
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
理
科
教
員
は
、
有
機

溶
媒
を
使
わ
な
い
、
実
験
の
規

模
を
小
さ
く
し
た
「
マ
イ
ク
ロ

ス
ケ
ー
ル
化
」
し
た
実
験
課
題

に
取
り
組
み
、
大
変
好
評
で
し

た
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
こ
こ
信
州
諏
訪
の
地
で
は
、

昨
年
の
1
年
間
は
、
御
柱
祭
と

共
に
力
強
く
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
4
年
制
の
大
学

と
し
て
開
学
し
て
か
ら
9
年
目

に
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、

本
学
の
教
育
の
特
長
で
あ
る

「
工
学
と
経
営
学
の
融
合
」
の

成
果
が
、
諏
訪
圏
を
は
じ
め
広

く
一
般
に
認
め
ら
れ
て
き
た
感

が
致
し
ま
す
。
他
方
、
こ
の
数

年
の
世
界
的
な
経
済
不
況
の
波

は
、
こ
こ
信
州
諏
訪
に
も
押
し

寄
せ
て
お
り
、
未
だ
に
収
ま
る

様
子
を
見
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
影

響
は
、
本
学
の
よ
う
な
小
規
模

な
大
学
に
と
っ
て
は
、
非
常
に

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
新
し
い
年
に
も
そ
の
影
響
は

残
る
と
思
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
困

難
の
中
に
、
新
た
な
可
能
性
が

拓
け
る
」
と
い
う
有
名
な
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ー
ウ

ィ
ン
が
直
接
言
っ
た
の
で
は
な

い
よ
う
で
す
が
、「
生
き
残
る

の
は
、
最
も
強
い
も
の
で
も
最

も
賢
い
も
の
で
も
な
く
、
変
化

で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
に
こ

そ
、
本
学
が
将
来
に
向
け
て
、

教
育
研
究
や
地
域
貢
献
活
動
を

維
持
・
発
展
さ
せ
る
に
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
を
考
え
、
そ
し

て
実
際
に
変
化
の
一
歩
を
踏
み

出
す
好
機
で
あ
り
ま
す
。
昨

年
、
本
学
で
は
、
中
長
期
計
画

を
考
え
る
教
員
、
職
員
合
同
の

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

委
員
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、
教

職
員
の
一
人
一
人
が
、
本
学
の

現
状
と
将
来
を
考
え
、
意
見
を

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
就
職
を
控
え
た
学
生
諸
君
に

と
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
明
る
い

出
口
が
見
え
て
き
た
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
学
生
諸
君
は
、
こ
れ

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
大
学
卒

者
と
し
て
十
分
な
実
力
を
身
に

付
け
る
と
共
に
、
人
と
し
て
の

力
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
は
、
決
し
て
良
い
就
職

先
を
見
つ
け
る
た
め
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
と
き
に
身

に
付
け
た
こ
と
は
、
ど
こ
か
深

い
と
こ
ろ
に
定
着
し
て
、
そ
の

人
を
一
生
支
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
困
難
な
時
に
あ
っ
て
こ

そ
、
自
ら
を
変
え
成
長
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
、
必
ず
や
皆
さ
ん

の
一
生
の
力
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
年
を
、
教
員
、

職
員
、
学
生
諸
君
が
力
を
合
わ

せ
て
、
本
学
が
新
た
な
可
能
性

に
向
か
っ
て
踏
み
出
す
年
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

昨
年
10
月
14
日（
木
）か
ら

16
日（
土
）の
3
日
間
、
諏
訪
市

の
諏
訪
湖
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

「
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
2
0
1
0
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
5
5
の
企
業
や
研
究
機
関

が
出
展
す
る
中
、
本
学
か
ら
は

河
村
研
究
室
、
竹
増
研
究
室
、

王
谷
研
究
室
、
広
瀬
研
究
室
の

4
研
究
室
が
参
加
。
ソ
ー
ラ
ー

プ
レ
ー
ン
の
実
演
お
よ
び
実
用

化
へ
向
け
た
研
究
成
果
発
表
、

緩
み
に
く
い
の
に
緩
め
や
す
い

メ
カ
ロ
ッ
ク
の
研
究
、
茅
野
市

の
特
産
品
「
寒
天
」
を
使
用
し

た
寒
天
薄
膜
の
電
子
材
料
応
用

の
検
討
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用

に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク

タ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

 

平
成
22
年
度
の

諏
訪
東
京
理
科
大

学
理
大
祭
（
理
大

祭
実
行
委
員
会
主

催
）
は
昨
年
10
月

23
日
か
ら
2
日
間

の
日
程
で
、
本
学

4
号
館
、
2
号
館

前
駐
車
場
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は

ミ
ニ
御
柱
の
曳
行

（
え
い
こ
う
）
な
ど

地
域
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

数
多
く
催
さ
れ
、
多
く
の
地
元

住
民
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
祭
典
は
一
般
公
募
で
選
出
し

た
「
集
え
、
我
ら
の
学
園
祭
。」

を
テ
ー
マ
に
、
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
に
、
多
数
の
学
生
団

体
、
研
究
室
か
ら
日
ご
ろ
の
活

動
成
果
の
発
表
や
露
店
な
ど
の

出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
交

流
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
盛
り
込

ん
だ
影
響
も
あ
り
、
過
去
最
高

の
1
0
0
0
人
近
く
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
野
県
諏
訪
地
方
で

行
わ
れ
る
御
柱
祭
を
体
感
し
て

も
ら
い
た
い
と
地
元
（
茅
野
市

豊
平
下
古
田
地
区
）
有
志
が
御

柱
に
見
立
て
た
巨
木
を
盛
大
に

引
き
ま
し
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
地
域
の
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
理
大
祭
を
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
本
学
と
長
野
県
茅
野
市
は
昨

年
10
月
1
日
（
金
）、「
包
括
的

な
提
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
本
学
と
茅
野
市

は
、
開
学
以
来
、
市
内
企
業
と

の
受
託
研
究
や
技
術
指
導
等
で

の
連
携
の
ほ
か
、
本
学
施
設
の

市
民
へ
の
開
放
、
茅
野
市
の
各

種
委
員
会
委
員
へ
の
教
員
派
遣

等
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
連
携
を
深

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
協

定
締
結
に
よ
り
、
次
の
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
市
の
行
政
活
動
、
住

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
が
、
学
長
に
就

任
し
て
以
来
、
間
も
な
く
4
年

の
任
期
が
終
了
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
近
年
の
山
口
東
京

理
科
大
学
に
お
け
る
改
革
を
振

り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
長
に
就
任
し
て
最
初
に
考

え
た
こ
と
は
、
山
口
東
京
理
科

大
学
の
存
在
意
義
で
す
。
公
私

協
力
方
式
で
設
立
さ
れ
た
地
方

の
小
規
模
理
工
系
大
学
と
し

て
、
そ
の
使
命
を
明
確
に
打
ち

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。“
地
域
密
着
型
大

学
”
と
一
言
で
言
い
ま
す
が
、

全
国
を
見
渡
し
て
み
て
も
十
分

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
例
は
必

ず
し
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
域
の
行
政
の
方

々
、
企
業
の
方
々
、
中
等
教
育

関
係
者
な
ど
と
積
極
的
に
話
し

合
い
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
学
部
・
学
科
の
改
編
と

教
育
内
容
の
再
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
改
革
に
お
い
て
新
た

に
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
育

成
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

わ
が
国
の
繁
栄
は
、
も
は
や
東

京
一
極
集
中
で
は
成
し
遂
げ
ら

れ
ま
せ
ん
。
日
本
を
活
性
化
す

る
に
は
、
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の

特
長
を
生
か
し
活
性
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
な
こ

と
に
、
本
学
の
立
地
す
る
西
中

国
地
方
・
山
口
県
・
北
九
州
地

方
の
地
域
は
、
産
業
、
特
に
製

造
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

優
秀
な
技
術
者
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、“
地
元

を
愛
す
る
若
者
が
本
学
で
学

び
”、“
地
域
の
企
業
に
巣
立

ち
”、
や
が
て
“
地
域
社
会
の

中
心
人
物
に
成
長
す
る
”
流
れ

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
地

域
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
高
大
連
携
や
産
学
連
携
等

も
そ
の
視
点
に
立
っ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。
中
で
も
就
職
支
援

の
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み
は

近
年
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

文
部
科
学
省
の
就
職
支
援
関
係

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
請
に
お
い

て
、
平
成
21
年
度
に
は
「
大
学

教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
取
組
名

称
：
地
域
連
携
に
基
づ
い
た
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

事
業
）」
に
、
平
成
22
年
度
に

は
「
大
学
生
の
就
業
力
育
成
支

援
事
業
（
同
：『
も
の
づ
く
り
』

か
ら
生
み
出
す
キ
ャ
リ
ア
育

成
）」
に
連
続
し
て
採
択
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
本
学
の
学

生
が
、
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
成
り
得
る
“
幅
広
い
教
養
と

専
門
知
識
を
兼
ね
備
え
た
技
術

者
”
に
成
長
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
学
の
改
革
は
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

後
も
改
革
の
歩
を
緩
め
る
わ
け

に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
関
係
各

位
に
は
、
引
き
続
き
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
第
16
回
竜
王
祭
が

昨
年
11
月
19
・
20
・

21
日
の
3
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
“
夢

走
”。
夢
の
よ
う
に
つ

か
む
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
っ
て

も
、
諦
め
ず
に
そ
の

夢
に
向
か
い
突
っ
走

学長　塚本　桓世

高大連携・産学連携で
地域のキーパーソン育成を

学長　河村　　洋年頭の言葉 年頭の言葉

困難な時にこそ
変化の一歩を踏み出す好機

地
元
の
協
力
で
ミ
ニ
御
柱
祭
を
実
施

河村学長（左）と柳平茅野市長来場者でにぎわう本学ブース

る
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
地
域
の
方
々
や

学
生
が
多
数
集
ま
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
多
彩

餅まきで盛り上がる会場

“
夢
走
”（
夢
を
つ
か
め
）

第
16
回
　
竜
王
祭
を
開
催

“
夢
走
”（
夢
を
つ
か
め
）

第
16
回
　
竜
王
祭
を
開
催

「
包
括
的
な
提
携
に
関
す
る
協
定
」

本
学
と
茅
野
市
が
締
結

民
な
ど
市
全
体
の
地
域
資

源
や
環
境
を
研
究
材
料
と

し
、
具
体
的
な
課
題
解
決

に
加
わ
る
こ
と
で
教
育
・

研
究
の
場
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
市
は
大
学
の
知
見
、
知

財
を
活
用
す
る
こ
と
で
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
協
定

の
締
結
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の

協
力
体
制
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
２
０
１
０
」に
出
展

「
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
２
０
１
０
」に
出
展

場内は終始熱気に包まれた

　
昨
年
11
月
21
日
（
日
）、 

本

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
第
16
回
竜
王
祭
実
行
委
員
会
主

催
の
教
育
文
化
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら

約
3
0
0
人
の
方
々

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
元
マ
ツ

ダ
株
式
会
社
ロ
ー
ド

ス
タ
ー
開
発
主
査

で
、
昨
年
10
月
に
本

学
機
械
工
学
科
教
授

に
就
任
し
た
貴
島
孝

雄
先
生
。
生
産
台
数

世
界
一
の
二
人
乗
り

オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
と
し
て
、
ギ
ネ

ス
記
録
を
更
新
し
続
け
る
世
界

の
名
車
「
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
」
の

生
み
の
親
で
あ
り
、
長
き
に
わ

た
り
、
同
車
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、「
マ
ツ
ダ
ロ
ー
ド

ス
タ
ー
開
発
ス
ト
ー
リ
ー
」
と

題
し
、
開
発
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
の
真
髄
で

あ
る
“
人
馬
一
体
”
と
い
う
感

性
に
つ
い
て
、
動
画
等
を
使
っ

た
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　
貴
島
教
授
は
、「
騎
手
と
馬

の
心
が
通
じ
合
っ
た
と
き
に
、

最
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発

揮
で
き
る
乗
馬
の
世
界
と
同
様

に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
車
の
間
に

も
現
代
の
工
学
的
手
法
を
用
い

て
“
人
馬
一
体
”
を
創
り
出
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
」

と
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
。

　
さ
ら
に
、「
意
の
ま
ま
に
車

を
操
る
こ
と
が
い
か
に
楽
し
い

か
を
繰
り
返
し
訴
え
、
全
員
で

共
有
化
で
き
た
こ
と
。
組
織
全

体
で
強
い
志
や
熱
い
思
い
を
持

ち
、
理
論
や
技
術
を
駆
使
し

て
、
も
の
づ
く
り
へ
と
転
写
し

た
こ
と
が
、
人
馬
一
体
の
感
性

を
高
め
、
そ
の
集
大
成
が
ロ
ー

ド
ス
タ
ー
で
あ
る
」
と
感
性
価

値
を
大
切
に
し
た
も
の
づ
く
り

の
秘
訣
を
披
露
し
ま
し
た
。

実験に取り組む理科教員

県
内
外
の
中
学
・
高
校
理
科
教
員
対
象
に

「
マ
ツ
ダ
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
開
発
ス
ト
ー
リ
ー
」

教
育
文
化
講
演
会
開
催

リ
カ
レ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
集
え
、
我
ら
の
学
園
祭
。」

地
元
住
民
も
多
数
参
加

「
集
え
、
我
ら
の
学
園
祭
。」

地
元
住
民
も
多
数
参
加

な
企
画
が
催
さ
れ
、
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
充
実
し

た
3
日
間
の
竜
王
祭
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　
東
京
理
科
大
学
か
ら
も
理
学

部
第
一
部
・
岡
村
研
究
室
、
基

礎
工
学
部
・
飯
田
研
究
室
の
2

研
究
室
が
参
加
、
パ
ネ
ル
展
示

や
研
究
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
3
日
間
の
来
場
者
数
2
万

4
1
8
0
人
と
昨
年
を
上
回
り

ま
し
た
。
本
学
ブ
ー
ス
内
も
活

気
あ
ふ
れ
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

山
口
東
京
理
科
大
学
News
〒756-0884

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一

　

０
８
３
６
・
８
８
・
３
５
０
０（
代
表
）

http://w
w
w
.yam

a.tus.ac.jp/
諏
訪
東
京
理
科
大
学
News
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー一

　

０
２
６
６
・
７
３
・
１
２
０
１（
代
表
）

http://w
w
w
.suw

a.tus.ac.jp/
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「
物
質
の
来
歴
」
確
か
に
す

る
計
測
技
術

　
分
析
化
学
、
物
質
史
学
を
専

門
と
す
る
理
学
部
第
一
部
・
応

用
化
学
科
の
中
井
泉
教
授
。
物

質
を
精
密
に
計
測
す
る
こ
と
で

潜
在
情
報
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
、
そ
の
起
源
を
た
ど
る
技
術

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
。
こ
れ
ま

で
Ｘ
線
分
析
の
技
術
開
発
の
ほ

か
、
分
析
機
器
の
ポ
ー
タ
ブ
ル

化
な
ど
に
注
力
。
考
古
学
分
野

へ
活
用
し
成
果
を
挙
げ
て
き

た
。
ま
た
科
学
捜
査
な
ど
へ
の

協
力
も
し
ば
し
ば
依
頼
さ
れ

る
。

　
中
井
教
授
は
、
５
年
に
わ
た

り
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
活
動
し

た
総
合
研
究
機
構
の
「
グ
リ
ー

ン
光
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」

が
一
定
の
成
果
を
挙
げ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
完
了
。
２
０
１
０
年

4
月
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
設
立
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
＆

セ
ー
フ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー（
以

下
Ｇ
Ｓ
研
）」に

名
を
連
ね
、
セ

ン
タ
ー
長
に
就

任
し
た
。

　
こ
れ
を
機

に
、
自
ら
の
分

析
・
計
測
技
術

を
Ｇ
Ｓ
研
の
テ

ー
マ
で
あ
る

「
人
の
安
全
安

心
」
に
生
か
す

べ
く
フ
ォ
ー
カ

ス
を
図
る
。
浮

上
し
た
の
が
、

昨
今
、
社
会
不

安
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
食
品

の
安
全
性
問
題
へ
の
活
用
だ
っ

た
。
農
薬
の
付
着
し
た
輸
入
餃

子
、
産
地
を
偽
っ
て
流
通
さ
れ

る
食
品
─
─
。
そ
う
し
た
生
産

物
も
微
量
元
素
の
組
成
分
析
や

同
位
体
分
析
な
ど
精
密
な
計
測

を
行
う
こ
と
で
、
加
工
工
場
や

産
地
を
特
定
で
き
る
。

　「
物
質
は
嘘
を
つ
き
ま
せ

ん
。
嘘
を
つ
く
の
は
人
間
」。

中
井
教
授
は
、
生
命
維
持
の
根

幹
で
あ
る
食
の
安
全
を
脅
か
す

危
険
で
不
誠
実
な
行
い
に
対

し
、
科
学
の
力
で
対
峙
す
る
。

　
中
井
教
授
と
同
様
に
、
Ｇ
Ｓ

研
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
専

門
の
立
場
か
ら
人
の
安
全
安
心

へ
の
貢
献
を
模
索
す
る
。「
本
学

が
掲
げ
る
テ
ー
マ
“Conscience

（
良
心
）”
の
実
質
を
担
う
も
の

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
中
井
教
授
も
胸
を
張

る
。「

食
と
健
康
」「
電
池
」「
光
」

の
３
つ
の
テ
ー
マ

　
Ｇ
Ｓ
研
24
人
の
メ
ン
バ
ー
は

「
食
と
健
康
」「
電
池
」「
光
」

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

研
究
活
動
を
行
う
。

　「
食
と
健
康
グ
ル
ー
プ
」
は

水
や
食
品
、
遺
伝
子
組
換
食
品

や
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
技
術
、
化
粧
品

や
有
害
物
質
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
疾
病
に
関
す
る
安
全

安
心
の
確
保
が
主
な
テ
ー
マ
。

　「
電
池
グ
ル
ー
プ
」
は
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
、
燃

料
電
池
、
太
陽
電
池
な
ど
活
躍

の
場
を
広
げ
る
電
池
の
安
全
性

を
伴
っ
た
性
能
向
上
な
ど
を
目

指
す
。
特
に
自
動
車
分
野
で
は

安
全
性
の
不
足
は
人
命
を
危
機

に
さ
ら
す
。
そ
の
普

及
に
向
け
鍵
と
な
る

テ
ー
マ
だ
。

　「
光
グ
ル
ー
プ
」は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注

目
さ
れ
白
熱
電
球
か

ら
の
移
行
が
加
速
す

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
お
け
る

人
に
や
さ
し
い
材
料

の
開
発
や
、
光
触
媒

な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
産
に
お
け
る
安
全

性
の
研
究
を
行
う
。

　
Ｇ
Ｓ
研
が
取
り
組

む
人
へ
の
や
さ
し

さ
、
安
全
安
心
と
い

う
テ
ー
マ
は
高
い
ニ

ー
ズ
の
あ
る
も
の
。

し
か
し
、
利
益
確
保

や
性
能
競
争
と
い
う

課
題
に
さ
ら
さ
れ
続

け
る
企
業
の
研
究
環

境
で
は
取
り
組
み
に
く
い
面
も

あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
大

学
で
行
う
に
「
ふ
さ
わ
し
い
」

研
究
と
も
言
う
こ
と
が
で
き

る
。社

会
に
接
し
、
生
活
す
る
人

に
伝
え
る
姿
勢
を
大
切
に

　
Ｇ
Ｓ
研
は
、「
研
究
内
容
の

原
理
、
問
題
点
を
一
般
市
民
へ

伝
え
て
い
く
こ
と
」
を
大
切
に

す
る
。「
人
に
や
さ
し
い
科
学
」

は
、
科
学
の
側
か
ら
の
一
方
的

な
思
い
だ
け
で
は
実
現
で
き
な

い
。
実
際
に
共
に
生
活
を
送
る

一
般
の
人
々
と
の
間
の
相
互
理

解
が
あ
っ
て
、
本
質
的
な
も
の

と
な
る
。
使
う
人
を
無
視
し
た

性
能
優
先
の
技
術
や
、
オ
カ
ル

ト
と
見
紛
う
不
確
か
な
科
学
が

ば
っ
こ
す
る
問
題
も
、
解
決
の

鍵
は
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
あ
る
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
注
力
は
、
Ｇ
Ｓ
研
の
人
中
心

の
コ
ン
セ
プ
ト
上
不
可
欠
で

す
。
今
回
は
理
科
教
育
を
専
門

に
す
る
理
学
部
第
一
部
物
理
学

科
の
川
村
康
文
教
授
、
同
教
養

学
科
の
武
村
政
春
准
教
授
ら
に

科学と人のコミュニケーション
技術の安全・安心生み出す

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平22・6月〜 22・12月）

「『人にやさしい』科学を」と中井教授

Science Lab.Pick
up

「
グ
リ
ー
ン
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が

大
切
に
す
る
『
伝
え
る
姿
勢
』食と健康

グループ

リチウムイオン2次電池

燃料電池

太陽電池

光触媒

光分解

インフルエンザ

化粧品

水
偽装食品

有害物質

遺伝子組換食品

DNA鑑定

水素 LED照明 光エネルギー

電池
グループ

光
グループ

電池フォーラム 光フォーラム

食と健康フォーラム

人

「グリーン＆セーフティ研究センター」の組織図

　
科
学
技
術
は
人
の
生
活
の
内
側
へ

深
く
入
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
結

果
、「
便
利
な
ら
ば
、
性
能
が
高
け

れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
」
と
い
う
発
想

で
生
ま
れ
た
製
品
が
、
生
活
に
支

障
を
も
た
ら
す
ケ
ー
ス
も
増
え

た
。
科
学
の
名
の
下
に
根
拠
の
確

か
で
な
い
効
果
や
効
能
を
う
た
う

不
誠
実
な
ビ
ジ
ネ
ス
も
相
変
わ
ら

ず
多
い
。
昨
春
設
立
さ
れ
た
総
合

研
究
機
構
の
「
グ
リ
ー
ン
＆
セ
ー

フ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
科
学

の
有
用
性
と
危
険
性
の
両
面
を
意

識
し
た
研
究
で
「
安
全
で
」「
人
に

や
さ
し
い
」
高
度
科
学
技
術
社
会
の

基
盤
形
成
を
目
指
す
。

グリーン＆セーフティ研究センター長

中井　泉教授

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点

か
ら
の
研
究
と
の
連
携
も
図
り

ま
す
。
先
端
技
術
の
開
発
を
テ

ー
マ
と
し
た
チ
ー
ム
が
、
教
育

を
専
門
と
す
る
先
生
と
組
む
ケ

ー
ス
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
研
の
大
き
な
特

徴
で
す
ね
」（
中
井
教
授
）。
Ｇ

Ｓ
研
で
は
、
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
し
研
究
の
内
容
や
意
義

を
、
社
会
と
の
接
点
で
効
率
的

に
リ
リ
ー
ス
し
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
努
力
も
研
究
そ
の
も

の
と
同
様
に
重
視
す
る
。
今
後

も
高
度
化
を
続
け
る
研
究
の
成

果
が
、
社
会
か
ら
正
当
な
評
価

を
得
て
い
く
た
め
に
も
、
欠
か

せ
な
い
取
り
組
み
だ
。

　
社
会
と
積
極
的
に
接
し
て
い

く
研
究
は
、
学
ぶ
側
の
学
生
た

ち
か
ら
の
注
目
も
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ
。「
面
接
な
ど
で
志

望
理
由
を
聞
く
と
、『
人
の
役

に
立
ち
た
い
。
そ
の
た
め
の
研

究
が
し
た
い
』
と
話
す
高
校
生

は
多
い
で
す
。
私
の
研
究
室
で

も
社
会
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、

日
本
で
当
研
究
室
だ
け
が
行
っ

て
い
る
鑑
識
化
学
を
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
志
望
す
る
学
生
が
多

い
で
す
」（
中
井
教
授
）。

　
科
学
を
良
心
へ
向
か
わ
せ
る

原
動
力
と
な
る
の
は
学
生
だ
。

そ
の
メ
ン
タ
ル
の
内
に
は
既
に

「
人
」
が
い
る
。
社
会
の
ニ
ー

ズ
と
学
生
の
思
い
に
適
合
す
る

Ｇ
Ｓ
研
の
姿
勢
が
「
こ
れ
か
ら

の
科
学
」
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な
る
日
は
遠
く
な
さ
そ
う
だ
。

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日

中元　克磨 理工研・電気・修2 2010 JIEP アカデミックプラザ賞 JPCAShow2010アカデミックプラザ 電子機器内蔵を考慮した水平面内無指向性UWBアンテナの検討 Study on Omni-directional 
UWB Antenna in Horizontal Plane Built in Electronics Device  6月 8日

桐山　悠祐 理研・物理・修１ 学生発表表彰 平成22年度日本大気電気学会 近年の夏季首都圏における高濃度オゾンの発生と気象要素の関係について―内陸部における大
気質と気象要素の関係―  7月15日

飯山　裕人 理工研・電気・修1 YPC優秀発表賞 電気学会産業応用部門大会 中点電流注入型制振モータの原理と基礎実験  8月24日

伊藤　光保 工研・電気・修2 優秀発表賞 サマーセミナー 2010 ステレオカメラ画像におけるぼけ量と視差の情報を用いた距離と相対速度の推定とそのシステ
ム構築  8月31日

上田　直之 理工研・電気修２（当時）学生優秀発表賞 映像情報メディア学会2009年度冬季大会 WT係数のブロック適応予測に基づいたJPEG2000画像のロスレス再符号化  9月 1日

高橋信一郎 理工研・電気修２（当時）学生優秀発表賞 映像情報メディア学会2009年度冬季大会 多光源照度差ステレオ法における適応的な光源選択に関する一検討  9月 1日

平賀　　匠 工研・電気・修2 鈴木記念奨励賞 映像情報メディア学会 読み出し領域可変型イメージセンサのための動物体追跡とフォーカス制御  9月 1日

小野はるな 工研・機械・修士1 優秀賞 機素潤滑設計部門卒業研究コンテスト QCMによる潤滑油添加剤の吸着挙動測定に関する研究  9月 6日

古味　　慧 総化研・総化・修2 学生賞 第42回秋季大会シンポジウム 水/超臨界二酸化炭素用界面活性剤の合成及び界面物性の評価  9月 6日

徳田　祐樹 工研・機械・修士1 最優秀賞 機素潤滑設計部門卒業研究コンテスト DLC膜の構造変化に及ぼす熱及び摺動の影響  9月 6日

福田瑛理子 理工研・機械・修1 優秀賞 機素潤滑設計部門卒業研究コンテスト 高速対応電食試験装置の開発  9月 6日

三澤　　潤 理工研・機械・修1 最優秀賞 機素潤滑設計部門卒業研究コンテスト 玉軸受のグリース挙動観察  9月 6日

生亀　清貴 理工研・情報・博1 優秀報告賞 2010年度統計関連学会連合大会 カテゴリカルデータ解析におけるリジットを用いた対称性のモデルと分解  9月 8日

高橋　　翔 理研・数情・博1 優秀報告賞 2010年度統計関連学会連合大会 ステップダウン式多重比較法による独立性の検定  9月 8日

山際　清史 総化研・総化・博2 優秀ポスター賞 第3回新電極触媒シンポジウム 液相一段合成によるカーボンナノ材料の燃料電池への応用  9月 9日

勝又　雅基 理工研・電気・修2 MES2009研究奨励賞 第19回マイクロエレクトロニクスシンポジウム 右手・左手系複合線路を用いた線路間の結合特性 Coupling Characteristics of Right and Left 
Handed Transmission Line  9月11日

川合　智香 総化研・総化・修1 学生奨励賞 日本油化学会第49回年会 アミドアミン基を有する新規低分子ゲル化剤の合成とゲル化能  9月17日

村松　大陸 理工・電気・4 バリアフリーシステム開発財団奨励賞 第26回ライフサポート学会 インピーダンス整合を考慮した人体通信用電極構造の検討 Design of Electrode Structure for 
a Human-Body Communication System Based on Impedance Matching  9月18日

梅崎　優真 総化研・総化・博1 学生講演賞 日本化学会関東支部第4回関東支部大会 抗腫瘍性天然物アクチノラクトマイシン類の全異性体の合成研究  9月22日

関口　聡裕 総化研・総化・修2 学生講演賞 日本化学会関東支部第4回関東支部大会 ジフェニル酢酸を用いたラセミ2-ヒドロキシエステル類の速度論的光学分割  9月22日

相馬　央登 理工研・工化・修2 ポスター賞 コロイドおよび界面化学国際会議 Formation of Silica Tube by Sol-Gel Reactions in Surfactant Vesiclar Solution  9月22日

宇部　卓司 基礎工研・材料・修1 優秀ポスターセッション賞 日本金属学会2010年秋季大会 超臨界水の赤外吸収スペクトル測定及び可視光・その場観察  9月29日

藤原　千佳 理工・電気・修2 Best Presentation Award ICTMC17（17th International Conference on Ternary and Multinary Compounds）Growth of Cu（In,Al）（Se,S）2 thin films by selenization and sulfurization for a wide bandgap absorber  9月29日

鈴木　達裕 理工研・土木・修1 優秀講演者表彰 土木学会 平成22年度全国大会 第65回年次学術講演会 陸域起源有機物のDO消費特性に関する基礎的実験  9月  

オープンキャンパスではセンターの電子顕微鏡を体験
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　平
成
23
年
度
B
方
式
、
C
方

式
入
学
試
験
が
神
楽
坂
校
舎
、

九
段
校
舎
お
よ
び
野
田
校
舎
の

構
内
を
使
用
し
、
実
施
さ
れ
ま

す
。　入

学
試
験
は
重
要
な
行
事
で

あ
り
、
支
障
な
く
こ
れ
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
楽

坂
校
舎
、
九
段
校
舎
お
よ
び
野

田
校
舎
に
は
多
数
の
受
験
者
が

来
校
し
ま
す
の
で
、
混
乱
を
防

ぐ
た
め
、
入
学
試
験
実
施
期
間

中
（
試
験
前
日
を
含
む
）
は
一

部
の
建
物
や
時
間
帯
に
お
い
て

構
内
へ
の
立
ち
入
り
を
制
限
し

ま
す
。

　詳
細
は
学
内
掲
示
板
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
し
ば
ら
く
不
便
を
か
け

ま
す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

キャラクターストラップ発売

　理大祭が昨年11月6日（土）の久喜キャンパスを皮切りに、
19日（金）から野田キャンパス、20日（土）から神楽坂キャン
パスで開催されました。

　広報活動の一環として、イメージキャ
ラクターの「坊っちゃん」「マドンナちゃ
ん」のストラップが各キャンパスの大学
生協で発売されています。価格は一体
300円。ぜひお買い求めください。

入
試
期
間
中
の
構
内
立
入
に
つ
い
て

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧
受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日
中島　裕幸 理工研・土木・修2 優秀講演者表彰 土木学会 平成22年度全国大会 第65回年次学術講演会 コンクリート表面に形成される砂縞の発生機構に関する実験的検討  9月  

松本顕治郎 基礎工学・生物・4 特定研究助成金助成 2010年度内藤記念助成金 10月 1日

花屋　賢悟 薬研・博2 学生優秀研究発表賞 第54回日本薬学会関東支部大会 二核亜鉛ペプチダーゼ阻害活性をもつ8-quinolinolをスルホン酸エステル化したプロドラッグ
の開発と再活性化 10月 2日

小澤　　瞳 総化研・総化・修2 優秀ポスター発表賞 平成22年度有機合成化学北陸セミナー 水素同位体置換による不斉を有するアミノ酸及びその誘導体を不斉源とする不斉自己触媒反応 10月 9日

田代　美智 理工研・工化・修2 First Place（Student Poster Session） 218th ECS Meeting Crystal Structures and Dielectric and Piezoelectric Properties of BaTiO3 Prepared by the 
Polymerized Complex Method 10月12日

太田賀奈子
岡屋　慶子

理一・応物・4 奨励賞 リサーチ・フェスタ2010研究発表部門 圧電体PVDFフィルムを用いた圧電発電について 10月17日

大槻　太毅
他15名

理一・応物・4 銅賞 リサーチ・フェスタ2010活動報告部門 理科大自主学習セミナー 10月17日

三澤　　潤 理工研・機械・修1 学生優秀発表賞 平成22年度 日本設計工学会 秋季大会研究発表講演会 小径玉軸受のグリース挙動観察 10月22日

石坂　麻実 工研・電気・修１ Student Paper Award International Conference on Control, Automation and 
Systems 2010 Error Analysis on Distribution-based Frequency Estimator 10月29日

新井　皓也 基礎工研・材料・修１ 研究奨励賞 日本セラミックス協会第30回エレクトロセラミックス研究
討論会 放電プラズマ焼結法による熱電変換モジュールの作製と性能評価 10月30日

石尾　　彬 基礎工研・生物・修2 優秀ポスター賞 第5回Notch研究会 Monosaccharide O-fucose modification of Notch is required for Notch signaling in the 
folding of the Notch receptor in Drosophila 11月 9日

安達　健一 理工研・経営工・修2
シルバーポスター賞（理工・経営
工・山成素子助教、堂脇清志准
教授、ほか1名と共同受賞）

EcoBalance2010国際会議 A system analysis of bio-ethanol produced from cassava and sugarcane in Northern 
Thailand 11月12日

永田　香織
長井　超生
星　　千博
山北　幾未

経営・経営・3年 佳作 第6回 日銀グランプリ～キャンパスからの提言～ オールジャパン新国家戦略～債券投資によるリスク分散で日本企業、日本経済を元気にする官
民一体プロジェクト～ 11月12日

柏木　悠太 理研・応物・修2 ポスター賞 3rd International Congress on Ceramics Direct Measurement of Piezoelectric Transverse Displacement for PZT Thick Film 11月16日

藤井　啓樹 工研・建築・修１ 第18回鋼構造年次論文発表会
表彰

日本鋼構造協会鋼構造シンポジウム2010アカデミーセッ
ション 皿バネ座金を用いた鉄骨半剛接合部の弾塑性挙動と復元力特性 11月19日

山崎　廉予 理工研・土工・博2 Best Poster Presentation Award（理
工・土木工・出口浩教授と共同受賞）3rd IWA Asia Pacific Young  Water Professionals Conference Analysis of the Difference of the Bacterial Community in Activated Sludge with Kullback-

Leibler's in-formation 11月23日

多田　光宏 基礎工研・材料・修1 Poster Award
"Materials Research Society 2010 Fall Meeting（材料工学会：
アメリカ）Symposium LL : Thermoelectric Materials for Solid-
State Power Generation and Refrigeration

Electrical characteristics and thermal stability of metal electrodes for n-type Mg2Si prepared 
by monobloc plasma activated sintering process 12月 2日

神楽坂

野　田

久　喜
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昨
年
11
月
28
日
（
日
）
に
葛

飾
区
ウ
ィ
メ
ン
ズ
パ
ル
で
、
葛

飾
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
の
プ
レ
事

業
と
し
て
本
学
と
葛
飾
区
が
共

催
す
る「
み
ん
な
の
理
科
大
学
」

を
開
催
し
、
1
0
0
0
人
を
超

え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
科
学
体
験
教
室
」
で
は
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
遺
伝
子
を
見

た
り
、
液
体
窒
素
で
超
低
温
の

世
界
を
体
験
す
る
な
ど
、
小
中

学
生
に
科
学
の
楽
し
さ
を
感
じ

て
も
ら
え
る
実
験
ブ
ー
ス
を
用

意
し
ま
し
た
。

　
特
別
企
画
と
し
て
本
学
卒
業

生
で
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）
の
佐
藤
毅
彦
教

授
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
。
佐

藤
教
授
は
地
球
と
ほ
か
の
惑
星

の
共
通
点
や
相
違
点
、
金
星
探

査
機
「
あ
か
つ
き
」
の
開
発
か

ら
打
ち
上
げ
ま
で
の
過
程
、
ま

た
、
あ
か
つ
き
が
担
う
役
割
な

ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
「
宇
宙

が
好
き
で
す
。
ど
の
よ
う
に
勉

強
し
た
ら
よ
い
で
す
か
」
と
質

問
が
あ
が
る
と
、「
宇
宙
を
知

る
た
め
に
、
ほ
か
に
何
を
勉
強

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
薬
学
部
の
田
沼
靖
一

教
授
に
よ
る
「
老
い
と
寿
命
を

科
学
す
る
」、
本
学
卒
業
生
で
気

象
予
報
士
の
関
隆
則
さ
ん
に
よ
る

「
気
象
デ
ー
タ
の
楽
し
み
方
」と

題
し
た
公
開
講
座
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
夏
休
み
に
募
集

し
た
お
も
ち
ゃ
ア
イ
デ
ィ
ア
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、
落
語
家

　「
研
究
者
、
技
術
者
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
理
系
の
知
識
が
生
か
せ
て
、
子
ど

も
を
生
ん
で
か
ら
も
キ
ャ
リ
ア
を
築
い

て
い
け
る
仕
事
を
し
た
い
」。
就
職
を

考
え
始
め
た
こ
ろ
、
所
属
研
究
室
の
小

出
直
之
教
授
に
相
談
し
た
。
薦
め
ら
れ

た
の
が
、
特
許
に
関
す
る
手
続
き
の
専

門
家
、
弁
理
士
。
な
じ
み
の
な
い
職
業

だ
っ
た
が
、
調
べ
て
い
く
う
ち
に
特
許

と
い
う
知
的
財
産
の
管
理
や
活
用
を
通

じ
、
好
き
な
科
学
の
世
界
に
貢
献
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
卒
業
後
、
小
出
教
授
が
薦
め
て
く
れ

た
日
立
製
作
所
に
入
社
。
知
的
財
産
部

に
配
属
さ
れ
た
。
日
立
製
作
所
に
は
社

員
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
制
度
が
あ

り
、
約
１
年
半
の
期
間
、
資
格
の
勉
強

を
優
先
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
た
。

こ
の
支
援
制
度
を
利
用
し
弁
理
士
の
資

格
を
取
得
し
た
。

　
高
度
な
技
術
を
言
葉
に
変
え
、
発
明

の
本
質
を
く
ま
な
く
表
現
で
き
て
い
る

か
否
か
を
精
査
し
て
い
く
弁
理
士
の
仕

事
は
実
に
ロ
ジ
カ
ル
だ
っ
た
。
理
系
の

学
生
と
し
て
鍛
え
て
き
た
論
理
的
思
考

が
生
か
せ
、
面
白
い
と
思
っ
た
。

　
転
機
は
、
自
社
の
特
許
を
利
用
す
る

社
。
弁
護
士
を
目
指
す
。

　
新
法
曹
養
成
制
度
が
始
ま
っ
た
04

年
、
設
置
直
後
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に

入
学
。
改
め
て
法
を
学
ぶ
。
07
年
に
司

法
試
験
に
合
格
。
08
年
12
月
に
司
法
修

習
を
終
え
晴
れ
て
弁
護
士
と
な
る
。
翌

月
よ
り
法
律
事
務
所
で
の
勤
務
を
ス
タ

ー
ト
。

　
日
立
製
作
所
で
は
訴
訟
の
当
事
者
だ

っ
た
が
、
現
在
は
顧
客
か
ら
依
頼
を
受

け
訴
訟
に
臨
む
。
立
場
は
変
わ
っ
た
。

「
当
事
者
は
権
利
を
ど
う
使
う
か
決
断

で
き
る
楽
し
さ
が
、
弁
護
士
に
は
ど
う

効
果
的
に
主
張
を
組
み
立
て
る
か
と
い

う
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
」。
責
任
は
重

く
な
っ
た
が
、
違
っ
た
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
。
知
財
・
特
許
の
分
野
以
外

に
も
、
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
や
労
務
関
連
な

ど
幅
広
い
案
件
を
手
が
け
る
。「
い
ろ

い
ろ
な
事
件
に
携
わ
れ
る
の
は
刺
激

的
。
で
も
、
知
財
は
一
番
好
き
な
テ
ー

マ
。
冷
静
に
適
性
を
考
え
て
技
術
者
へ

の
道
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
進
学

当
初
は
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
技
術
に
対
す
る
憧
れ
は
今
で

も
強
い
で
す
。
仕
事
を
通
じ
、
先
端
技

術
の
動
向
に
触
れ
る
の
は
何
よ
り
も
楽

他
社
と
利
用
料
支
払
い
の
交
渉

（
ラ
イ
セ
ン
ス
交
渉
／
侵
害
訴

訟
）
の
チ
ー
ム
に
移
っ
た
と

き
。
特
許
法
に
は
詳
し
か
っ
た

が
、
契
約
に
関
す
る
詳
し
い
法

律
上
の
知
識
な
ど
に
不
足
を
感

じ
た
。「
法
律
を
深
く
学
ん

で
、
広
く
特
許
周
辺
の
交
渉
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」。

10
年
勤
め
た
日
立
製
作
所
を
退

し
い
」。

　
ま
だ
少
な
い
理
系
出
身
の
弁

護
士
と
な
っ
て
２
年
。「
い
つ

か
は
、
大
学
時
代
の
専
門
だ
っ

た
化
学
の
分
野
に
関
わ
る
事
件

を
担
当
し
て
み
た
い
」
と
中
岡

さ
ん
。
学
生
時
代
は
思
い
も
し

な
か
っ
た
世
界
に
い
る
。
だ

が
、
自
ら
の
原
点
は
い
ま
だ
心

の
中
に
あ
る
。

　★略歴　（なかおか・きよこ）1971年5月、石
川県生まれ。1994年、東京理科大学理学部化学
科を卒業、株式会社日立製作所入社。2004年、
同社を退社し早稲田大学法科大学院に入学。
07年に司法試験に合格し、09年よりホーガン・
ロヴェルズ法律事務所外国法共同事業に弁護
士として勤務。

理系の論理的思考を生かし
弁護士として活躍

「
み
ん
な
の
理
科
大
学
」を
開
催

佐藤毅彦教授による講演

　
昨
年
11
月
2
日（
火
） 

、秋
葉

原
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で

「
2
0
1
0 

T
U
S
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
研

究
成
果
の
紹
介
と
産
官
学
交
流

の
場
の
提
供
が
目
的
で
す
。

　
第
一
部
で
は
本
学
教
員
に
よ

る
「
東
京
理
科
大
学
な
ら
で

不思議なプロペラを作ろう

ブロッコリーの遺伝子を見てみよう

　
今
年
、
本
学
は
創
立
１
３
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
本

紙
で
も
新
た
な
る
展
開
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

（
S
）

　
初
め
て
の
学
報
制
作
で
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
や
社
会
人
と
し
て
の
心
得

を
先
輩
に
習
い
な
が
ら
、
年
女
ら
し
く

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
躍
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

（
Ｈ
）

　
次
回
の
「
学
報
」
は
４
月
下
旬
に
お

届
け
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

編
集
後
記
・
予
告

　葛飾区新宿6丁目の葛飾キャンパ
ス建設予定地は、昨年9月末に盛土

工事が完了し、現在は地盤を安定させるための期
間となっています。2月の地鎮祭、杭撤去工事を
経て、5月から新築工事着工となる予定です。

現状紹介葛 飾
キャンパス

の
桂
歌
助
氏
の
寄
席
が
行
わ

れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
科
学
に

興
味
を
も
て
る
講
座
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
」、「
一
つ
一
つ

短
時
間
で
丁
寧
に
説
明
し
て
く

れ
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

断
的
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
発
表
者
は
次
の
と
お

り
。

　【
第
一
部
】
理
一
・
高
柳
英

明
教
授
、
理
一
・
駒
場
慎
一
准

教
授
、
総
研
・
辻
孝
教
授
、
理

工
・
坂
口
謙
吾
教
授
、
薬
・
武

田
健
教
授
、
火
災
研
・
辻
本
誠

教
授

　【
第
二
部
】
藤
嶋
昭
学
長
、

東
京
工
業
大
学
・
細
野
秀
雄
教

授
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
・
小
林
喜
光
取
締
役

社
長
、
科
学
技
術
振
興
機
構
・

北
澤
宏
一
理
事
長
、
日
立
製
作

所
・
中
村
道
治
取
締
役

は
」
の
研
究
成
果
を
紹

介
。
第
二
部
で
は
科

学
・
技
術
界
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
講
演
と
そ
れ
に

対
す
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
学
内
外
の
関
係
者
が

一
堂
に
参
集
し
、
分
野

の
異
な
る
研
究
成
果
や

日
本
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
今
後
、
分
野
の
横

〝
本
学
な
ら
で
は
〞
の
研
究
成
果
を
紹
介

中岡　起代子さん

「
2
0
1
0 

T
U
S
フ
ォ
ー
ラ
ム
」


